
会場・人づくり 
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モデル地区決定 
協力者４０人→ ３会場へ 
・準備委員会で会場案 
・共通ルールをもとに 

 各会場独自の運営案作成 

・月１～２回、２～５時間  

 １年目 H19 
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Ｈ19.9 ワークショップ 
・７６人で今後の会場検討 
・次期会場２地区選定 
H19.10～ 会場準備会 
・初代協力者＋新メンバー 

 ２年目 H20 
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運営方法は確立したが･･･ 
・事業担当職員の負担大 
 新規開所・既存会場支援の両立 

・地域組織との乖離 
 区・民生委員の役割が曖昧 

→地域密着型を目指す 

 ここまでの課題 
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開所支援を一地区集中で 
・最初に地区説明会開催 
 区関係者・協力者への事業説明 

・開所準備会 
 地域の人材・店舗・特色を活用   

 ３年目以降 H21～ 
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開所式準備風景（H22） 6 



25～59歳･･ 7％   60～64歳･･19% 

65～69歳･･40％  70～74歳･･23％ 

75～86歳･･11％ 

→ボランティアも予防対象者 

H19 H20 H21 H22 

年度末ボランティア 

登録者数（人） 
89 125 155 177 

ボランティアの横顔 
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・運営協議会（隔月） 

 各会場代表の連絡会・総会 

・研修（年４種13回） 
 ボランティア研修（全員目標） 
 レクリエーション研修・救命 
救急研修・傾聴ボラ研修 

 →研修や会議も交流の場  

 人材の育成 
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